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1. はじめに 

1.1. Aurra Markets International Limited（以下、「 Aurra」または 当社」といいま

す。）は、セントルシアにて登録番号 2025-00208 をもって設立された国際事業会

社です。当社は、当社がサービスを提供するすべての個人または法人その他の団体

（以下、 お客さま」といいます。）とのあらゆる取引において、高い水準の誠実

性、公平性および受託者としての責任をもって業務を遂行することに努めます。当

社は、すべてのお客さまとの対応、サービスの提供および事業上の意思決定におい

て、お客さまの利益を最優先に考慮します。 

1.2. 本方針は、差金決済取引（Contract for Difference、以下「CFD」といいます。）に

伴う一般的なリスクについて、明確かつ公正に説明するものです。お客さまは、

CFD 取引に伴うリスクを十分に理解した場合にのみ、CFD 取引を行うものとしま

す。 

1.3. 本書は、CFD 取引に関連するすべてのリスク、またはそれらのリスクがお客さま

個々の状況にどのように影響するかを網羅するものではありません。お客さまは、

十分な情報に基づいてご自身で判断するとともに、必要に応じて取引開始前に独立

した専門家の助言を求めることをご検討お願いします。 

1.4. 本方針は情報提供のみを目的とするものであり、マーケティング資料または取引の

勧誘を目的とするものではありません。 

1.5. 本書は、当社の「利用規約」および当社が公表するその他のポリシーと併せてご確

認いただくものとし、お客さまは、本書に定める各条項に同意したものとみなされ

ます。 

 

2. 一般事項 

2.1. お客さまは、レバレッジの有無にかかわらず、取引および投資には本質的に投機性

があり、差し入れた証拠金を上回る損失が生じる可能性を含め、重大なリスクを伴

うことを了承するものとします。 

2.2. お客さまは、ご自身の判断および責任において取引を行い、それに伴うすべてのリ

スクを負うものとします。また、いかなる場合においても法定の補償制度による保

護を受けられないことを理解するものとします。 
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2.3. お客さまは、当社が提供するサービスに伴うリスクを十分に認識し、これらのリス

クを負担できる十分な資力があることをご確認ください。また、投資商品の価値は

変動し、利益が保証されるものではないことを理解したうえで、保有する未決済ポ

ジションを継続的に確認する必要があります。損失が当初の投資額を上回り、口座

残高のすべてを失う可能性があります。 

2.4. お客さまは、損失を被っても生活等に支障のない余裕資金の範囲内でのみ取引を行

うものとし、過去の運用実績は将来の結果を示唆または保証するものではないこと

にご留意ください。 

2.5. 当社は、一般的な情報提供を除き、税務、投資または法律に関する個別の助言を提

供しません。また、当該情報提供に基づいて生じた結果について、当社は責任を負

いません。 

2.6. 当社の商品を取引しようとするお客さまは、当該商品およびサービスの投資リスク

ならびに適切性について、独立した専門家から助言を受けることを強く推奨しま

す。 

 

3. 証拠金取引 

3.1. 証拠金とは、証拠金率に基づき、取引を開始するために必要となる資金をいいま

す。証拠金取引は、お客さまが差し入れた資金を上回る金額の取引を可能とする、

レバレッジを利用した高リスクの取引です。 

これにより、当初差し入れた証拠金よりも大きな金額の取引を行うことができま

す。市場がお客さまに有利な方向へ変動した場合には大きな利益を得られる可能性

がある一方、わずかな不利な価格変動であっても多額の損失につながる可能性があ

ります。 

3.2. 損失が発生した場合、ポジションを維持するために追加の証拠金の差入れを求めら

れることがあります。これを「マージンコール(Margin Call)」といいます。 

お客さまは、取引口座内に必要な証拠金を確保する責任を負い、ポジションの決済

により生じる損失についても責任を負います。 

証拠金取引では、利益および損失の双方が大きくなる可能性があるため、取引を判

断する際には、この点を十分に考慮する必要があります。 
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3.3. 証拠金取引は大きなリスクを伴うため、すべての投資家に適しているとは限りませ

ん。証拠金取引を開始する前に、その仕組みおよびリスクを十分に理解し、必要に

応じて専門家の助言を求めることを推奨します。 

3.4. お客さまは、保有する未決済ポジションについて、常に最低必要証拠金を維持する

必要があります。お客さまは、ご自身の口座残高を継続的に確認し、取引戦略およ

び証拠金要件を満たすために十分な資金を確保する責任を負います。 

必要な証拠金を維持できない場合、ポジションが強制的に決済されることがありま

す。すべてのお客さまは、必要証拠金を満たすために直前の入金に依存することを

避ける必要があります。 

 

4. レバレッジ 

4.1. CFD 取引におけるレバレッジを利用することで、お客さまは「証拠金」と呼ばれる

比較的少額の当初資金により、対象資産の価格変動に対する取引を行うことができ

ます。 

レバレッジは大きな利益を得る可能性を高める一方、リスクも増幅させます。わず

かな市場価格の変動によっても利益および損失が大幅に増加する可能性があり、ポ

ジションがお客さまに不利な方向へ変動した場合には、多額の損失を被ることがあ

ります。 

ただし、当社が提供する「マイナス残高保護(negative balance protection)」によ

り、お客さまは口座残高を超える損失から保護されます。 

4.2. 証拠金取引を行う前に、お客さまは、損失を被っても支障のない余裕資金の範囲内

でのみ取引を行うようご確認お願いします。 

 

5. 支払不能・破綻リスク 

5.1. 支払不能または債務不履行が発生した場合、お客さまの事前の承諾を得ることな

く、ポジションが決済または強制的に清算される場合があります。 

5.2. 状況によっては、お客さまが担保として提供した特定の資産そのものが返還され

ず、その代わりとして金銭による補償を受ける場合があります。 
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5.3. お客さまがリテール顧客に該当しない場合、お客さまは、当社に預託した資金の一

部または全部について、完全な所有権を当社に移転することとなります。 

当該移転は、お客さまの未決済ポジションを担保するため、または現在もしくは将

来の債務を履行するために行われます。当該金額は、お客さまの未決済ポジション

および取引状況に基づき、当社の裁量により毎日算定されます。市場環境によって

は、必要となる金額が、お客さまの未決済ポジションに必要な証拠金を上回る場合

があります。 

 

6. 市場変動リスク 

6.1. 金融市場では、価格が短期間で急激に変動することがあり、その変動は当社商品の

価格にも反映されます。為替レートと似たように、スプレッドも変動し、経済指標

の発表、政治的な発表、選挙等の重要な市場イベント時には拡大する傾向がありま

す。 

このような場合、スプレッドが通常より大幅に広がり、お客さまの口座にさまざま

な影響を与える可能性があります。一般的に、スプレッドの拡大はポジションを決

済する際のコストを増加させ、純資産の減少を招き、証拠金要件を超過するリスク

を高める可能性があります。 

6.2. 市場のボラティリティが高い状況では、お客さまの損益が通常より大きく変動する

可能性があります。その結果、証拠金による強制決済水準により早く到達し、口座

の純資産がマイナスとなる可能性が高まることがあります。 

急騰、急落または価格のギャップ等、相場が急激に変動した場合、特に高いレバレ

ッジを利用している口座では、多額の損失が発生する可能性があります。 

6.3. 窓／ギャップ(Gapping)は市場変動に伴うリスクの一つであり、価格がある水準か

ら別の水準へ突然大きく変動することをいいます。 

このような場合、当該価格帯の間で注文を発注する機会がなく、または取引プラッ

トフォーム上で注文を執行できないことがあります。その結果、お客さまの取引方

向によっては、ストップロス注文が想定より高い、または低い不利な価格で執行さ

れる可能性があります。 
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6.4. お客さまは、市場で取引を行う前に、ご自身の投資目的、知識、経験およびリスク

許容度を慎重に検討する必要があります。これらの要素をお客さまが十分に考慮し

なかったことにより生じた損失について、当社は一切責任を負いません。 

 

7. 為替リスク 

7.1. お客さまが、ご自身の基準となる市場とは異なる市場で取引する場合、為替レート

の変動が損益に影響を与える可能性があることにご留意ください。 

7.2. 為替レートの変動は通貨ペアのポジションに影響を及ぼし、利益または損失が生じ

る可能性があります。 

7.3. お客さまが取引口座の通貨とは異なる通貨で支払いを行う場合、為替変動リスクを

負う可能性があります。 

 

8. 流動性リスク 

8.1. 外国為替およびデリバティブ商品には「流動性リスク」があります。流動性リスク

とは、取引を希望する買い手または売り手が存在しないことにより、投資家が取引

を執行できないリスクをいいます。 

希望する条件で買い手を見つけることが困難である場合、または損失を回避もしく

は軽減するために資産を迅速に売買できない場合に、このリスクが生じます。 

8.2. 取引頻度の低い有価証券は、価格を大幅に引き下げることなく売却することが困難

となる場合があるため、一般的に流動性リスクが高くなる傾向があります。 

流動性リスクは、売値と買値のスプレッドの拡大や大幅な価格変動として現れるこ

とが多く、主に以下の 3 つの形態があります。 

8.2.1. 売買スプレッド(Bid-ask「spread) 

資産を売却した直後に同一資産を買い戻した場合に生じ得る損失をいいます。 

8.2.2. 市場の厚み(Market「depth) 

現在の資産価格に影響を与えることなく売買できる資産の数量をいいます。 

8.2.3. 市場の回復力(Market「resiliency) 

価格が一時的に通常の水準から乖離した後、元の水準へ調整されるまでに要す

る時間をいいます。 
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9. 技術的リスク 

9.1. 当社は、お客さまに対し、取引プラットフォームおよび電子メールを含む電子的手

段を通じて取引を行い、当社と連絡を取る方法を提供します。 

9.2. 電子的手段により取引を行うお客さまは、システムに内在するリスクにさらされ、

以下のような事象によって金銭的損失が生じる可能性を了承するものとします。 

9.2.1. お客さま側のハードウェア、ソフトウェアまたはインターネット接続の障害 

9.2.2. 不適切な使用による機器の故障 

9.2.3. 取引プラットフォームの設定不備 

9.2.4. 取引プラットフォームのアップデートの遅延 

9.2.5. ユーザーガイドおよびヘルプページに記載された関連する操作方法等につい

ての理解不足 

9.3. お客さまは、電子取引を行うことにより、これらのリスクを認識し、了承するもの

とし、これらに起因して生じた損失について、当社および第三者サービス提供者は

責任を負わないものとします。 

9.4. お客さまは、取引が集中する時間帯、特に市場が急激に変動している状況では、当

社担当者との電話による連絡が困難となる場合があることを了承するものとしま

す。 

9.5. お客さまは、ログイン認証情報を第三者と共有せず、ご自身の口座には強固かつ他

のサービスと異なる固有のパスワードを使用してください。 

9.6. お客さまは、通常とは異なる市場環境において、注文指示の執行に遅延が生じる可

能性があることを了承するものとします。 

 

10. 通信リスク 

10.1. お客さまは、当社からの通知を受信できないこと、または受信が遅延するこ

とにより金銭的損失が生じるリスクを了承するものとします。 

10.2. お客さまは、当社から受領した情報を適切に管理する全責任を負い、第三者

がお客さまの取引口座に不正アクセスしたことにより生じる金銭的損失のリスクを

負うものとします。 
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10.3. お客さまは、不可抗力事由により生じるすべての金銭的損失のリスクを負う

ものとします。 

10.4. お客さまは、ご自身の居住する法域の法令により禁止または制限されている

金融市場での取引に伴う、すべての金銭的その他のリスクを負うものとします。 

10.5. お客さまは、取引プラットフォームでは一度に 1 件のお申し出（リクエス

ト）または注文指示のみが処理されることを理解するものとします。お申し出また

は注文指示が送信された後、当社は市場における執行結果を受領するまで、次のお

申し出または注文指示の処理を行いません。 

  

11. 不可抗力 

11.1. 当社は、不可抗力事由により生じた金銭的損失について責任を負いません。 

11.2. 不可抗力事由とは、当事者の合理的な管理の及ばないところで発生し、予

測、回避または軽減することができない重大かつ不可避の事象をいいます。 

これには、自然災害、火災、産業事故、公共インフラまたは設備の障害、DDoS

（分散型サービス拒否）攻撃等のサイバー攻撃、暴動、戦争、テロ行為、反乱、内

乱、ストライキ、政府または地方当局による法的措置等を含みますが、これらに限

定されません。 

 

12. 取引停止 

12.1. 1 回の取引時間内に価格が著しく上昇または下落する等、価格が急激に変動

した場合、関連する取引所の規則に従い、取引が停止または制限されることがあり

ます。 

12.2. ストップロス注文を設定した場合であっても、損失を希望する水準に限定で

きることを保証するものではありません。市場環境によっては、指定した価格で注

文を執行できない場合があります。 

 

13. スリッページリスク 
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13.1. スリッページ(Slippage)とは、注文が当初指定した価格とは異なる価格で約

定することをいいます。これは、お客さまが想定した取引価格と実際の約定価格と

の間に差異が生じる場合に発生します。 

13.2. スリッページはいつでも発生する可能性がありますが、特に市場のボラティ

リティが高い状況で発生しやすくなります。スリッページ自体は必ずしも有利また

は不利なものではなく、指定した価格と最終的な約定価格との差異を意味します。 

13.3. スリッページには、ポジティブスリッページ（より有利な価格）、スリッペー

ジなし、およびネガティブスリッページ（より不利な価格）の 3 つの結果がありま

す。 

成行注文でスリッページが発生した場合、想定していた価格より有利な価格、また

は不利な価格で約定することがあります。 

  

14. 法的リスク 

14.1. 法的リスクとは、特定の市場または分野における投資商品または有価証券に

ついて、法令または規制の変更が及ぼす可能性のある影響をいいます。 

政府または監督当局による規制の変更により、企業の運営コストが増加し、投資家

にとっての魅力が低下し、競争環境が変化する可能性があり、最終的に投資収益に

影響を及ぼすことがあります。 

14.2. この種類のリスクには本質的に不確実性があり、市場によって異なります。

当社は、当該変更に起因して生じるいかなる結果についても責任を負いません。 

14.3. お客さまは、すべての取引および取引以外の活動が、適用される各法域の法

令および規制を遵守して行われることを確認する全責任を負います。 

お客さまが法令により制限または禁止されている活動を行ったことにより生じた損

失、損害その他の結果について、当社は一切の責任を負いません。 

 

15. 第三者によるリスク 

15.1. 当社は、お客さまの情報および／または資金を第三者に預託または委託する

場合があります。 

当社は、当該第三者を選定する際に合理的な技能、注意および慎重さをもって対応
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しますが、当社の管理の及ばない事象が発生する可能性があります。 

したがって、第三者の支払不能、破綻その他第三者の利用に関連して生じる事象に

よりお客さまが被った損失について、当社は責任を負いません。 

 

16. 差金決済取引(CFD)リスク 

16.1. CFD、またはその他の証拠金取引商品を取引するお客さまは、差し入れた証

拠金の全額、またはそれを超える金額を失うリスクがあります。 

市場がお客さまに不利な方向へ変動した場合、未決済ポジションを維持するため、

追加資金を速やかに差し入れる必要が生じることがあります。所定の期限内に必要

な資金を差し入れなかった場合、ポジションが損失を伴って強制決済されることが

あり、お客さまはその結果生じた不足額について責任を負うものとします。 

16.2. CFD 取引は、可能な限り、認定または指定された投資取引所の規則およびガ

イドラインに従って執行されます。ただし、偶発債務を伴う取引、特に認定または

指定された投資取引所の規則に従わない取引には、追加的なリスクが伴う場合があ

ります。 

16.3. お客さまは、CFD 取引により初期の投資資金を失う可能性があり、また、追

加証拠金を繰り返し差し入れる必要が生じる場合があることを理解する必要があり

ます。さらに、CFD 取引では、損失額が限定されないリスクにさらされる可能性が

あります。 

16.4. お客さまは、CFD 商品の性質およびそれに伴うリスクの程度を十分に理解し

た場合にのみ、CFD 取引を行うものとします。CFD 取引には偶発債務が含まれる

場合があり、潜在的なリスクがさらに高まる可能性があります。 

 

17. 費用および手数料 

17.1. お客さまは、取引を開始する前に、ご自身が負担するすべての取引手数料そ

の他の費用について確認する必要があります。 

当該費用が金額で表示されていない場合、お客さまは、実際の金銭的影響を明確に

把握するため、関連する具体例を含む詳細な書面による説明を当社に求めるものと

します。 



 

 

 
リスク情報開示リスク情報開示 

11 v1.0 2025 年 11 月 

 

18. なりすましリスク 

18.1. 第三者が当社の役職員または担当者になりすます不正行為が発生する場合が

あります。 

お客さまは、当社を代表すると称する者から連絡を受けた場合、当該連絡が当社の

公式な連絡先またはドメインから送信されたものであることを確認できない限り、

取引口座情報を含む個人情報を絶対に提供しないでください。 

18.2. 本書の内容または当社商品の機能についてご質問がある場合は、当社のお客

さまサポートチームまでご連絡ください。送信先：support@aurra.markets 

18.3. 取引を開始する前に、お客さまご自身の財務状況、目的およびニーズを慎重

にご検討ください。また、金融、法律、税務その他必要な分野について、独立した

専門家の助言を求めることをご検討ください。 

取引に伴うリスクについて懸念がある場合、当社との取引を行う前に、法律、税務

および金融に関する専門家へ相談することを強く推奨します。 

 

19. 条項の改定 

19.1. 本書に定める各条項は、定期的に更新または改定される場合があります。改

定後の本書が何らかの媒体を通じて一般に公開された時点で、お客さまは当該改定

内容を確認し、これを了承したものとみなされます。 

19.2. 当社の方針、利用規約、取引条件または契約書等について、異なる言語版と

英語版の間に矛盾、齟齬または不一致がある場合に、英文版が優先して適用される

ものとします。 

 

20. お問い合わせ 

20.1. 本書に関するご質問・ご不明点等につきましては、当社のお客さまサポート

チームまでご連絡ください。送信先：support@aurra.markets 
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